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北中生の活躍が光る！！ 
祝 長崎県中総体 空手道競技新人大会  1年 溝田悠乃さん  

組手 優勝 形 第 3位 全国大会出場へ 
11月 27日（日）に佐世保市で行われた、令和 4年度長崎県中学校総合体育大会空手道競技新人大会

で、1 年生の溝田悠乃さんが、組手の部で見事優勝しました。また、形の部でも第 3 位でした。県内各

地から 29名の選手が参加し、日頃鍛えた技を披露しました。溝田さん、おめでとうございます。なお、

溝田さんは、来年 3月に京都府で行われる予定の、「ＪＯＣジュニアオリンピックカップ文部科学大臣旗

争奪、未来くん杯第 17回全国中学生空手道選抜大会」に出場することが決定しています。 

 

祝 第 17回雲仙カップ 女子バスケットボール部 準優勝  
 11月 26日（土）・27日（日）に小浜体育館で行われた、第 17回雲仙カップ中学校バスケットボー

ル大会で、北有馬中・布津中の合同チームが、見事準優勝を果たしました。南島原市をはじめ、長崎市・

諫早市・島原市・大村市・雲仙市から 12チームが参加し、熱戦を繰り広げました。交代する選手がいな

い中でフル出場し、的確なシュートを決めるなど、技が光る試合となりました。女子バスケット部の皆さ

ん、おめでとうございます。 

  

祝 令和４年度人権啓発標語 中学生の部最優秀賞 

２年 城代叶愛さん   
令和４年度の南島原市人権啓発標語に応募した、２年生の城代叶愛さんの作品が、中学生の部最優秀賞

に選ばれました。城代さん、おめでとうございます。作品は「また一つ 見つけた君の いいところ」で

す。作品は、市の広報誌１２月号に掲載予定とのことです。 

また、本校では、１１月中旬から、人権学習に取り組んでいます。部落差別問題やハンセン病問題等に

ついての学習を行っています。 
 

税について学ぶ ～租税教室開催～ 

 １１月１７日（木）３年生を対象に、租税教室を開催しました。当日は、税理士の松田浩一さんを講師

に迎え、税金が納められなかったらどうなるのかの映像を見た後、税の種類やどのような使われ方をして

いるのかなど、詳しく教えていただきました。将来に向けて、考えることの多い時間となりました。       
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万一への備えを ～避難訓練を実施しました～ 

 11月 25日（金）地震を想定した避難訓練を行いました。避難開始の指示から 3分以内で、全員運動

場に避難を終えることができました。皆、真剣な表情で避難することができ、万一のことがあっても自分

を守る行動ができると思いました。 

 当日は、今から 100年前に島原半島で大きな地震があり、北有馬地区を中心に、大きな被害が出たこ

と。関連して、自分の体験として、火災発生時の人々の行動についても話をしました。 

 災害はいつ起こるかわかりません。万一に備えて日頃から考えておくことで、意識した行動ができま

す。学校での避難訓練を、学校外でも応用できるようにしてほしいものです。また、日常に潜む危険につ

いても予測し、どう対応すればいいのかを考えることで、事故を起こしにくくなります。学校や家庭、地

域における、危険な場所やそこで起こるかもしれない事故や防止策についても考え、事故やけがのない生

活が過ごせるようにしましょう。 

 
 

1月から 3月の予定 

 

1月    3月  

10日（火） 始業式・学級役員任命式  7日（火） 公立高校後期入試（8日まで） 

11日（水） 市学力調査（1・2年生）  9日（木） 送別行事 

11日（水） 実力テスト（3年生、1２日まで）  14日（火） 卒業証書授与式 

   23日（木） 立つ鳥運動（1･2年生） 

   24日（金） 修了式・離任式 

2月    

1日（水） 公立高校前期入試 

6日（月） 入学説明会 

15日（水） 学年末テスト（3年生、16日まで） 

21日（火） 学年末テスト（１・2年生、24日まで） 

28日（火） １・2年学年学級ＰＴＡ 

 

 ひとこと・ふたこと 

  

104歳の美術家、篠田桃紅（しのだ・とうこう）さんの著書『人生は一本の線』の中に、「未完成」

という題名の文章がありました。「少しは自分というものを客観視すると、自分はだめだなあと思うと

ころがいっぱいあるから、生きているかぎり、私は未完成。まだまだ磨けば、こういうことだって、 

ああいうことだって、できるかもしれないということがあるから。」104歳の先達の含蓄のある言葉

に、いくつになっても自分を振り返り、歩み続けることを教えられました。 


